
次関数のグラフと軸の位置関係は，グラフが下に凸のとき，次の のつ

の場合に分類できる。また，グラフが上に凸のときも，同じようにつの場合がある。

ここでは，これらの場合について調べることにしよう。
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第３節　２次方程式と２次不等式　６　２次関数のグラフと軸の位置関係



２次関数のグラフと軸の共有点の座標
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次関数のグラフが軸と異なる点で交わる場合
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次関数のグラフが軸と共有点をもたない場合

例 次関数  のグラフと次方程式  
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２次関数   のグラフと軸の位置関係
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



    





  例題  例題 

  




